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＜生涯活躍のまち推進協議会の設立＞

� 10月9日に、「生涯活躍のまち推進協議会」（任意団体）を発足。

� 位置づけ

� 日本版CCRC構想有識者会議で出された「生涯活躍のまち」の課題・方針の具現
化を支援する役割を担う。

� 目的

� 「生涯活躍のまち」構想として、地域に住むあらゆる人々が、本人が望む地域に
移り住み、もしくは暮らし続け、地域住民や多世代と交流しながら健康でアクティ
ブな生活を送り、必要に応じて医療や介護・生活支援などのケアを受けることが
できるような地域づくりの具現化及び実践の支援をすることを目的とする。

� 設立発起人
雄谷良成：社会福祉法人佛子園 理事長

受田浩之：高知大学 副学長

大須賀豊博：社会福祉法人愛知たいようの杜 理事長

冨永純正：公益社団法人青年海外協力協会 会長）

袖井孝子：一般社団コミュニティネットワーク協会 会長

高橋英與：株式会社コミュニティネット 代表取締役
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まち・ひと・しごと
創生本部

日本版CCRC

構想有識者会議

政策立案
自治体支援

課題整理
方針提示

＜アドバイザー：有識者＞
・受田：高知大学
・辻：東北大学大学院
・星：首都大学東京
・長：東日本税理士法人

＜会員＞
・社会福祉法人佛子園
・社会福祉法人愛知たいようの杜
・公益社団法人青年海外協力協会
・一般社団法人コミュニティネットワーク協会
・株式会社コミュニティネット

生涯活躍のまち
推進協議会

以下の助言、情報収集、分析
①人材育成
②移住促進
③大学連携
④行政と事業者の連携
⑤地域包括ケアの構築
⑥事例の蓄積・分析・評価

＜理事＞
・会長 ：雄谷（佛子園）
・副会長：高橋（コミュニティネット）
・副会長：大須賀（愛知たいようの杜）

* 任意団体生涯活躍のまち推進協議会は、１２月に一般社団として法人化予定
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＜生涯活躍のまち推進協議会連携図、組織構成＞



会員事業者

事業主体

自治体

研究機関など

専門家

NPO

金融機関

教育機関

地域の事業者

地域住民

制度支援

省庁

助成

企画提案

支援

地域プロデューサー

医療機関 など

* 任意団体生涯活躍のまち推進協議会は、１２月に一般社団として法人化予定

以下の助言、情報収集、分析
①人材育成
②移住促進
③大学連携
④行政と事業者の連携
⑤地域包括ケアの構築
⑥事例の蓄積・分析・評価

生涯活躍のまち
推進協議会
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＜生涯活躍のまち推進協議会の役割と連携のイメージ図＞

まち・ひと・しごと
創生本部

日本版CCRC

構想有識者会議

政策立案
自治体支援

課題整理
方針提示
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＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：内覧＞

入口

入口奥
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入口

通路：入口から

通路：奥から

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：配置＞
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先行モデル

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：先行モデル＞
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ブース：厚沢部

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：ブース＞
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相談室

閲覧コーナー

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：相談室＞



10

ブース展示内容：厚沢部

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：展示内容＞
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ブース展示内容：厚沢部

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：展示内容＞
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ブース展示内容：厚沢部

＜生涯活躍のまち移住促進センターの様子：展示内容＞



移住・交流情報
ガーデン

JOIN
（一般社団法人

移住・交流促進機構）

ふるさと回帰

支援センター

生涯活躍のまち

移住促進センター
東京駅

有楽町駅

生涯活躍のまち移住促進センター
住所：中央区八重洲1-5-15 田中八重洲ビル５F

電話（フリーダイヤル）：0120-154-732

オープン時間：10：00～18：00（月～土）

休館日：日曜祝日

メール：：info@iju-center.jp

ホームページ：http://iju-center.jp/

フェイスブック：https://www.facebook.com/ijucenter

アクセス：

ＪＲ各線 東京駅 八重洲北口 徒歩3分
東京メトロ丸の内線 東京駅 八重洲北口 徒歩3分
東京メトロ銀座線・東西線 日本橋駅 B3出口 徒歩3分
都営地下鉄浅草線 日本橋駅 B3出口 徒歩3分
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＜生涯活躍のまち移住促進センター：連携先とアクセス＞
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厚沢部町
（北海道）

＊推薦出展

雫石町
（岩手県）

小竹町
（福岡県）

先行事例紹介

• Share金沢（石川県）

• ゴジカラ村（愛知県）

• ゆいま～る那須（栃木県）

＊推薦出展

都留市
（山梨県）

南部町
湯梨浜町
（鳥取県）

＊推薦出展は、同センターが推薦する自治体として期間限定で展示しています。

＊推薦出展

酒田市
（山形県）

＊推薦出展

男鹿市
（秋田県）

＜生涯活躍のまち移住促進センター：出展自治体＞
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＜１０月９日開設式の様子：内覧会＞

山崎総括官、深谷町長（雫石）

渋田町長（厚沢部）、深谷町長（雫石）
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＜１０月９日開設式の様子：記者会見、開所式＞

雄谷会長 大須賀副会長 袖井発起人 山崎総括官

髙橋副会長
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＜１０月９日開設式の様子：シンポジウム＞

渋田町長

（厚沢部町）

坂本町長

（南部町）

宮脇町長

（湯梨浜町）

高岸副町長

（小竹町）

受田副学長

地域プロデューサー

吉木（厚沢部町）

関（雫石町）

山中（都留市）



＜移住促進センターの役割：移住希望者の視点から＞

� 対象：活躍したい人、何となく考えている人

� 役割

� 相談員による生活設計
� お金、家族、住まい、仕事、生きがい、など

� 学び・体験の場
� セミナー、体験談、現地体験ツアー、地元との交流、など

� 仲間づくりの場
� グループづくり、など

� 不安の解消の場
� 住まい、仕事、地元との交流、ケア、など

� 情報提供の場
� 出展自治体、先行事例、連携先、など
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� 他組織との連携
� ふるさと回帰支援センター
� 移住・交流情報ガーデン
� JOIN
� アンテナショップ、自治体の東京事務所、移住コンシ

ェルジェ、など

� マスコミとの連携

� 事例、ニーズ、声、など

� 連携イベントの開催、など

� WEBやSNSでの情報発信

� セミナー、フォーラムの開催
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＜どうやって移住希望者を集めるか＞



＜どうやって移住希望者を集めるか：連携・イベント事例＞

２０１５．１０．２９

生涯活躍のまち移住促進センター

やっぱり日本！

旅行では見つからなかった 生きがい再発見

ロングステイフェア2015 出展内容（案） Ｖｏｌ．２

移住体験者に聞く



目 的

ブースへ

誘導

セミナー受講者

来場者
３５人獲得

観光・旅行 【非日常体験】

ロングステイ 【異日常体験】

移住 【新しいライフスタイル体験】

第１プロセス

第２プロセス

第３プロセス

お試し「移住ツアー」

目 標

連携 〈生涯活躍のまち 移住促進センター）移住

方向性

プロセスの

融合

＊「移住」へのハードルをいかに下げるか・・・

従来のロングステイ推進プロセス 新ロングステイ案

（らせん型発想）

１． 展示およびセミナーの目的と方向性

「強力な実体験！」の重視

施 策

■五感で体感する ■頭で納得する



２． 移住促進センター 「ブース」と「セミナー」の考え方

目 的

いち

ターゲット
①フェア来訪者1万人中60歳以上44％、

50歳以上78％（昨年度）と財団会員
②60歳以上のアクティブシニア（団塊）
③40～50歳代のワーキング世代、女性

①生涯活躍のまち 移住促進センターの
認知促進

②移住に関する情報提供と相談
（特に「お試し居住」、「二地域居住」）

いち

ニーズ

①インターネットで得られない信頼
できる情報（特に医療、住居）の
提供

②移住プロセス、生活設計提供

■「移住」に対するハードルを下げる■

訴求ポイント

出展ブース

■「リアリティの提供 ・ゆいま～るを中心に、実際に生活が行われている実施例等、客観的な生情報
の提供。（ビジュアル、動画などを多用したアクティブ訴求を重視）
・ブース展示の現地情報、および移住実態に精通した信頼性の高い相談。

■雫石 ☆プリンスホテル宿泊

☆パウダースノウを楽しむウインターレジャー

☆町長と語る

☆講演会（２/６ 増田寛也）

■楽しさの提供 ・特に「お試し移住ツアー」は、現地での観光・旅行を通じて行動の楽しさを十分に
味わえるコンテンツを用意。
・重層的にツアーする楽しみを提案。

■地域色を提供 ・“地に足の着いた”地域の「すてき」をいきいき体感することで、さまざまな地域を
検討する楽しみも提供。

■都留 ☆エコハウス（都留市営）宿泊

☆エクステンションセンター、大学の協力を得て

楽しみのための勉学～楽しく学ぶ地域

■厚沢部☆ゲストハウス（厚沢部町営）
☆農業体験

■パネル

お試し「移住ツアー」
セミナー

■地域プロデューサー

報告
■移住者の音声入り動画

■展示地域特産物

プレゼント



� 地域包括ケアの構築
� 地域の状況によって進めやすい方法で

� 住まいの提供
� 空き家活用
� 既存施設活用
� 公有地活用 など

� 地元の理解
� 地域住民の参加
� 地域の事業者・NPOなどの参加
� 議会の理解
� 生涯活躍のまちによって地域が良くなることが見える

� 事業の継続性
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＜移住受け入れの自治体で欠かせないこと＞
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第１ステップ 町の状況・課題の把握
住民と議会への説明と理解
地域包括ケアの検討会を推進

第２ステップ まちづくり会社の設立（まちの総合プロデュース）
移住促進のための短期の宿泊施設を確保
（ちょっと暮らし、お試し移住）

第３ステップ 行政と介護サービスによる社会的入院の減少
→介護型サ高住（拠点の整備）

第４ステップ 病院の再生・総合的な地域ケアシステムの構築
空き家の活用

第５ステップ 給食センターによる食の包括的提供
認定こども園

第６ステップ 自立型サ高住による移住促進
福祉学校による人材育成と雇用促進

＜受け入れ側の自治体の対応ステップ例＞
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町立病院改革と
地域包括ケア

給食センター

認定こども園

雇用の創出介護専門学校

サービス付高
齢者向住宅

空き家の活用

＜受け入れ側の自治体の対応例：厚沢部町（北海道）＞



� 都市部（東京・大阪・名古屋）
→周辺府県
→遠方、農村

� 東京・23区内
→東京・市町村

（東京都内に住み続けたい人）

� 地方都市
→周辺市町村
→遠方、農村
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＜移住の種類＞



＜10/10～10/20までの相談より＞

� 日本経済新聞に掲載された移住促進センターの記事をみて来訪。
６７歳男性。都内戸建住宅に妻と２人暮らし。大手企業を退職後、ボランテ
ィアや社会活動に従事。故郷は四国。関西にセカンドハウス所有。医療介
護の安心があり、最期まで暮らせる終のすみかを確保するため、将来の
移住先を検討中。現在の自宅とセカンドハウスとも気に入っているが、身
体が弱った時に住み続けられないことの不安がある。ともに地域づくりの
担い手として社会貢献したい思いもある。

� 日本経済新聞に掲載された移住促進センターの記事をみて来訪。
60代後半の夫婦。１５年前に都内の自宅を子ども夫婦にわたし、島に移り
住んだ。島での暮らしは快適で、仕事もある。しかし、年を重ねるにつれ、
首都圏に住む子どもたちが「海を渡らなくていいところに住んでほしい」と
希望。自分たちが元気なうちに、首都圏近郊に移住したい。自然豊かで、
アクティビティも楽しめる暮らしがしたい。東京に近いところを希望。今後、
セミナーなどに参加し、具体的な検討を進めたい。
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� 日本経済新聞に掲載された移住促進センターの記事をみて来訪。
６６歳女性。独身。東京在住。「自然の豊かなところで暮らしたいが、運
転免許を持っていないので、歩いてコンビニに行けるようなところに住
みたい。また、東京住まいが長く、近所づきあいが濃密ではない方がい
い。社会とつながっていたいので少しは仕事もしたい。こんな“わがまま
”な願いが叶うような場所はありますか？」というお問い合わせ。彼女の
希望に合うと思われるところを中心に紹介したところ、一度、現地へ行
きたいとのことで、調整中。

� これまでに10の自治体が訪問
そのほとんどが日経新聞や他の自治体から移住促進センター開設の
報を聞いて見学に来たというケース（うち２つは東京事務所を開設して
いるので、移住促進センターとの連携を希望するとのこと）。
問い合わせはセンターの機能や出展条件などが中心。センターが移住
の呼びかけだけでなく、首都圏における移住のニーズ調査の機能に対
しても高い関心が示された。
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＜10/10～10/20までの相談より＞
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http://iju-center.jp/

フェイスブックとホームページ

https://www.facebook.com/ijucenter


